
広報フォトアルバム

会場と一体となったフィナーレ「花は咲く」の合唱

中津北高校吹奏楽部との合同演奏

7.25　「南大分を守る」活動支援
（南大分スポーツパーク）

8.4　募集対象者部隊研修支援
（空自 築城基地）

8.７　ＳＨ－60ヘリコプター体験搭乗
（海自 大村航空基地）

9.23　大分県議会防衛議員連盟への防衛白書説明
（大分県庁）

10.2　第３掃海隊入港歓迎式
（別府国際観光港）

11.16　第43掃海隊出港支援
（別府国際観光港）

11.18　大分市立西の台小学校保護者会
部隊研修支援（別府駐屯地）

11.27　「みんなの防災＋ソナエ」支援
（イオンモール三光）

永藤 佐藤 大石木津同校ＯＢの部員４名も贈呈式に同席

両日共に大盛況の会場

護衛艦に乗艦するべっぴょん セレモニーでダンスを披露する児童

レ
ジ
ャ
ー
で
訪
れ
た
久
住

山
の
登
山
中
に
遭
難
し
て
、
救

助
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

予
備
自
衛
官
補
の
試
験
を
受

け
、
昨
年
三
月
に
採
用
さ
れ
ま

し
た
。

普
段
は
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
ス
タ
ジ
オ
＆
エ
ス
テ

サ
ロ
ン
を
運
営
し
て
い
る
の

で
、「
自
衛
隊
に
訓
練
に
行
っ

て
き
ま
す
。」
と
関
係
者
に
伝

え
る
と
、
心
底
驚
か
れ
ま
す
。

長
崎
県
の
相
浦
駐
屯
地
で

の
初
訓
練
は
、
真
夏
の
炎
天
下

で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
基
本
教
練

に
始
ま
り
、
い
き
な
り
汗
だ
く

に
・
・
・
。

日
本
体
育
大
学
で
鍛
え
た

体
な
の
に
、
小
銃
は
重
く
感
じ

ら
れ
、
思
い
の
ほ
か
手
こ
ず
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
熱
い
教
官
達
や
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
集
ま
っ
た

仲
間
た
ち
と
、
普
段
見
る
こ
と

の
出
来
な
い
場
所
で
一
緒
に
過

ご
さ
せ
て
も
ら
い
、
普
段
当
た

り
前
の
よ
う
な
平
和
な
毎
日

は
、
こ
う
し
て
守
ら
れ
て
い
る

の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
今
は
、

仕
事
に
も
防
災
の
意
識
を
持
っ

て
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。予

備
自
衛
官
補
の
制
度
が

多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
く
と

良
い
な
と
思
い
ま
す
。

民
間
か
ら
予
備
自
衛
官
へ

民
間
か
ら
予
備
自
衛
官
へ

　
　
　

 

河
原　

紗
希
さ
ん

　

 

大
分
市
在
住
（
東
京
都
出
身
）

八
月
一
日
付
で
第
四
十
一
普

通
科
連
隊
（
別
府
駐
）
か
ら
着

任
。
日
々
、
退
職
予
定
自
衛
官
の

再
就
職
援
助
に
努
め
て
い
る
。

昭
和
五
十
八
年
に
入
隊
し
、

第
四
十
一
普
通
科
連
隊
で
小
銃
手

と
し
て
自
衛
隊
デ
ビ
ュ
ー
。
平
成

五
年
に
第
十
一
普
通
科
連
隊
（
東

千
歳
駐
）
に
転
勤
し
て
六
年
間
、

北
の
大
地
を
駆
け
巡
っ
た
。
ま
た

こ
の
間
、
銃
剣
道
の
選
手
と
し
て

全
日
本
の
大
会
に
も
出
場
。
そ
の

後
、
再
び
別
府
駐
屯
地
に
赴
任
、

平
成
十
九
年
に
幹
部
に
昇
任
。
平

成
二
十
七
年
に
は
南
ス
ー
ダ
ン
国

際
平
和
協
力
維
持
活
動
に
参
加
、

広
報
幹
部
と
し
て
半
年
間
に
わ
た

り
勤
務
し
た
。

こ
の
時
は
、
時
差
十
二
時
間

の
壁
等
に
よ
り
、
し
ば
し
ば
徹
夜

で
の
情
報
発
信
に
苦
心
し
た
。

趣
味
は
晩
酌
と

”金
を
か
け
な

い
釣
り
“
だ
そ
う
だ
が
、
金
を
か

け
て
な
い
だ
け
に
、
昨
年
は
一
匹

も
釣
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

家
族
は
、
妻
と
娘
・
息
子
の

四
人
。
な
ん
と
奥
さ
ん
は
高
校
の

同
級
生
で
、
高
一
か
ら
交
際
し
て

お
り
、
二
十
三
歳
で
結
婚
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

魚
は
釣
れ
な
い
が
、
妻
の

”一
本
釣
り
“
だ
け
は
、
お
見
事

な
限
り
で
あ
る
。
”大
分
地
本
の

松
方
弘
樹
“
は
、
夏
で
も
お
湯

割
り
の
芋
焼
酎
を
今
宵
も
妻
と

語
ら
い
呑
ん
で
る
だ
ろ
う
。

県知事へ出国報告時の写真

一等陸尉

　　しゅ　とう　　　よう　じ

首藤　洋治
佐伯市出身（52歳）

別府援護室長

大
分
地
本
だ
よ
り
読
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
二

十
九
年
を
清
々
し
く
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
自
衛
隊
大
分
地

方
協
力
本
部
の
隊
員
募
集
、
退

職
自
衛
官
の
就
職
の
援
助
、
広

報
、
国
民
保
護
及
び
災
害
対
応

な
ど
の
活
動
に
対
し
て
多
く
の

ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
四
月
の
熊
本
・
大
分

地
震
に
際
し
ま
し
て
は
、
県
民

の
命
、
生
活
を
第
一
に
活
動
す

る
災
害
派
遣
部
隊
に
対
す
る
皆

様
の
暖
か
い
声
援
が
、
個
を
犠

牲
に
し
て
任
務
を
遂
行
す
る
隊

員
達
の
活
力
と
な
り
ま
し
た
。

三
月
に
施
行
さ
れ
た
平
和
安

全
法
制
は
、
不
安
定
さ
を
増
す

国
際
情
勢
の
う
ね
り
の
中
に

あ
っ
て
、
日
本
国
が
、
自
国
に

十
月
七
日
（
金
）
、
中
津
市

で
初
め
て
の
室
内
演
奏
会
と

な
る
「
第
四
音
楽
隊
巡
回
演

奏
会
ｉ
ｎ
中
津
」（
第
四
師
団

主
催
）
の
開
催
を
支
援
し
ま

し
た
。

会
場
と
な
っ
た
中
津
文
化

会
館
に
は
学
校
帰
り
の
高
校

生
達
が
多
く
訪
れ
、
開
演
前

に
ス
テ
ー
ジ
で
実
施
さ
れ
た

プ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
は
生
徒
達

の
活
気
に
満
ち
た
笑
顔
や
拍

手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

開場を待つ多くの市民

ん
で
演
歌
歌
手 

川
中
美
幸
さ

ん
の
代
表
曲
で
あ
る
「
豊
後

水
道
」
を
隊
員
が
熱
唱
、
続

い
て
演
奏
さ
れ
た
「
情
熱
大

陸
」
で

は
、
五

名

の

パ

ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
ア
ッ
プ
テ
ン

ポ
を
刻
む
中
、
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
ソ
ロ

が
入
る
等
の
多
彩
な
見
せ
場

を
披
露
し
て
会
場
を
沸
か
せ

ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
中
津

演
奏
会
は
隊
長　

入
江
和

也
二
等
陸
尉
指
揮
に
よ
る
軽

快
な
マ
ー
チ
に
始
ま
り
、
第

一
部
終
盤
に
は
、
黒
田
官
兵

衛
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
中
津

に
ち
な
ん
で
、
昨
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
題
歌
で

あ
る
「
軍
師
官
兵
衛
」
が
演

奏
さ
れ
る
と
、
会
場
は
大
き

な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
開
始
か
ら
二

曲
続
け
て
中
津
北
高
校
吹
奏

楽
部
と
の
合
同
演
奏
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
演
奏
後
の
学

生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

部
長
の
藤
岡 

優
香
さ
ん
が

「
（
隊
員
の
）
音
色
の
格
の
違

い
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
け
ど
、

一
緒
に
演
奏
で
き
て
本
当
に

楽
し
か
っ
た
。
」
と
語
り
ま
し

た
。後

半
に
は
、
地
域
に
ち
な

卒
業
生
の
自
衛
隊
へ
の
入

隊
実
績
に
対
す
る
西
部
方
面

総
監
感
謝
状
を
、
十
一
月
九

日
（
水
）
、
大
分
高
等
学
校　

小
山
康
直
校
長
に
大
分
地
本

長
が
伝
達
・
贈
呈
し
ま
し
た
。

贈
呈
式
に
は
、
大
分
地
本

に
勤
務
す
る
同
校
卒
業
生
四

名
も
同
席
し
て
花
を
添
え
、

贈
呈
終
了
後
は
懐
か
し
い
昔

話
で
盛
り
上
が
る
和
や
か
な

式
と
な
り
ま
し
た
。

本
校
卒
業
生
の
中
上
浩
一 

一
等
空
曹
（
写
真
右
か
ら
二

人
目
）
は
、
大
分
高
校
を
担

当
す
る
広
報
官
で
あ
り
、「
母

校
を
担
当
で
き
る
の
は
光
栄

で
す
。
今
後
も
多
く
の
後
輩

を
入
隊
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
」
と

意
気
込
み
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

大
分
高
等
学
校
に
西
部
方
面
総
監
よ
り
感
謝
状

　
　
同
校
卒
業
生
の
地
本
部
員
四
名
が
同
席

九
月
十
七
日
、
海
上
自
衛

隊
佐
伯
基
地
分
遣
隊
を
は
じ

め
県
内
六
ヵ
所
に
お
い
て
、

一
般
曹
候
補
生
一
次
試
験
及

び
自
衛
官
候
補
生
男
子
の
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

続
く
二
十
二
日
に
航
空
学
生
、

翌
二
十
三
日
に
は
自
衛
官
候

補
生
女
子
の
採
用
試
験
を
県

総
合
社
会
福
祉
会
館
で
行
い

ま
し
た
。
十
月
十
五
日
に
は
、

大
分
商
工
会
議
所
に
お
い
て

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科

学
生
試
験
、
二
十
九
日
・
三

十
日
の
両
日
に
は
防
衛
医
科

大
学
校
医
学
科
学
生
試
験
を

北
九
州
予
備
校
大
分
校
で
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
十
一
月
五

日
・
六
日
の
両
日
、
別
府
豊
泉

荘
に
お
い
て
防
衛
大
学
校
学
生

試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
会
場
に
お
い
て

も
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
真
剣

に
取
り
組
む
受
験
生
の
姿
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
彼
ら

の
一
人
で
も
多
く
が
入
隊
し

て
く
れ
る
事
を
心
よ
り
願
っ

て
い
ま
す
。

県
内
各
地
で
採
用
試
験

　
　
　 

厳
正
・
適
正
に
実
施

第
三
回
防
衛
・
防
災
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　

別
府
市
で
盛
大
に
開
催

第
三
回
防
衛
・
防
災
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　

別
府
市
で
盛
大
に
開
催

第
三
回
防
衛
・
防
災
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　

別
府
市
で
盛
大
に
開
催

第
三
回
防
衛
・
防
災
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　

別
府
市
で
盛
大
に
開
催

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本

部

は
、
七

月

三

十

日
（
土
）

及
び
三
十
一
日
（
日
）
、
別
府

国
際
観
光
港
及
び
上
人
ヶ
浜

緑
地
公
園
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
大
分
県
防
衛
協
会
（
会

長
：
姫
野
淸
高
氏
）
が
主
催

す

る

第

三

回

防

衛
・
防

災

フ
ェ
ア
を
別
府
市
と
と
も
に

後
援
し
ま
し
た
。

本
フ
ェ
ア
は
、
広
く
県
民

等
に
防
衛
と
防
災
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
陸
海
空
自

衛
隊
に
加
え
て
海
上
保
安
庁

や
警
察
・
消
防
等
の
関
係
機

関
協
力
の
下
、
平
成
二
十
五

年
に
大
分
港
で
開
催
さ
れ
た

の
が
始
ま
り
で
す
。

今
回
は
、
海
上
自
衛
隊　

護

衛

艦
『
じ

ん

つ

う
』（
呉
）

が
来
港
、
そ
の
他
佐
世
保
地

方
総
監
部
募
集
支
援
係
（
佐

世
保
）
、
航
空
自
衛
隊
第
七
高

射
隊
（
築
城
）
、
陸
上
自
衛
隊

西
部
方
面
輸
送
隊
（
健
軍
）
、

第
四
後
方
支
援
連
隊
（
福
岡
）、

第
三
高
射
特
科
群
（
飯
塚
）
、

第
四
戦
車
大
隊
（
玖
珠
）
、
西

部
方
面
特
科
隊
（
湯
布
院
）
、

第
四
十
一
普
通
科
連
隊
、
別

府
駐
屯
地
業
務
隊
及
び
自
衛

隊
別
府
病
院
（
別
府
）
か
ら

車
両
展
示
等
の
各
種
協
力
を

戴
き
ま
し
た
。

ま
た
、
部
外
に
お
い
て
は

大
分
海
上
保
安
部
、
大
分
県

警
察
、
大
分
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
別
府

市
消
防
本
部
、
別
府
市
薬
剤

師
会
か
ら
車
両
展
示
等
の
ご

協
力
を
戴
き
ま
し
た
。

晴
天
の
下
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
日
出
町

の
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
チ
ー

ム
『
あ
や
ど
れ
み
チ
ア
』
の

児
童
達
が
ダ
ン
ス
を
披
露
し

て
、
関
係
者
等
を
歓
迎
し
て

く
れ
ま
し
た
。

行
事
期
間
中
は
連
日
の
猛

暑
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
病

人
等
の
発
生
も
な
く
、
約
六

千
八
百
人
の
市
民
等
が
会
場

を
訪
れ
て
、
見
学
や
体
験
等

を
通
じ
て
防
衛
と
防
災
を
身

竹田地域事務所紹介竹田地域事務所紹介以
前
は
「
九
州
一
古
い
」

と
か
、「
な
ん
か
カ
ビ
臭
そ
う
」

等
と
囁
か
れ
て
い
た
旧
事
務

所
か
ら
一
新
、
城
下
町
の
風

情
漂
う
竹
田
町
に
移
転
し
て

早
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

竹
田
市
と
豊
後
大
野
市
を

担
当
し
、
主
に
自
衛
官
等
の

募
集
と
各
種
広
報
活
動
を
し

て
い
る
の
が
我
々
竹
田
地
域

事
務
所
で
あ
り
、
木
津
義
行

事
務
所
長
以
下
四
名
で
日
々

業
務
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

事
務
所
の
近
く
に
は
竹
田

高
校
と
竹
田
南
高
校
が
あ
り
、

以
前
の
事
務
所
に
は
な
か
っ

た
若
者
た
ち
の
賑
わ
い
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
今
後
も

変
わ
ら
ず
足
で
稼
ぐ
募
集
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
募
集
相
談
員

や
家
族
会
員
の
方
々
と
の
連

携
を
密
に
し
、
ま
た
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
育
て
る
募
集
に
も

力
を
入
れ
募
集
や
各
種
広
報

活
動
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
下
さ
い
。

介紹員部「
き
い
つ
け
て
行
き
よ
！
」

「
が
ん
ば
り
よ
！
」
と
大
分
弁

を
自
由
に
操
る
？
募
集
課
長
が

八
月
一
日
付
で
海
自
対
潜
評
価

隊
（
横
須
賀
基
地
）
分
析
部
長

か
ら
着
任
し
、
日
々
、
自
衛
官

募
集
に
奮
闘
・
努
力
し
、
格
闘

中
で
あ
る
。

本
人
は
、
別
府
市
出
身
で
、

浜
脇
小
・
中
、
高
校
は
別
府
鶴
見

丘
、
同
級
、
同
窓
生
の
方
の
声
か

け
を
ぜ
ひ
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
、
と
の
こ
と
。

江
田
島
卒
業
後
、
世
界
一
周

遠
洋
航
海
を
経
て
潜
水
艦
乗
員
と

な
り
潜
水
艦
、
護
衛
艦
、
音
響
測

定
艦
に
乗
組
み
、「
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ａ

Ｃ
」
等
海
外
で
の
米
国
と
の
共
同

訓
練
等
の
任
務
に
従
事
し
た
。

ま
た
、
船
乗
り
な
が
ら
、
統

幕
、
海
幕
、
総
監
部
、
各
司
令
部

等
、
特
に
、
広
島
地
本
呉
地
域
事

務
所
長
経
験
が
あ
り
、
厳
し
い
募

集
業
務
に
、
再
度
の
挑
戦
を
、
熱

意
と
信
念
を
持
ち
取
組
ん
で
い

る
。読

者
方
で
、
自
衛
官
に
興
味

あ
る
知
人
あ
れ
ば
、
お
知
ら
せ
下

さ
い
。
直
ち
に
、
説
明
に
伺
い
ま

す
！現

在
は
、
横
須
賀
に
家
族
を

残
し
、
単
身
赴
任
中
で
あ
り
、
全

身
全
霊
で
募
集
業
務
に
邁
進
可
能

な
状
態
！
で
あ
り
、
休
日
も
、
イ

ベ
ン
ト
、
採
用
試
験
と
繁
雑
多
忙

な
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

二等海佐

　　わた　なべ　　　やす　みつ

渡邉　泰光
別府市出身（52歳）

募集課長

介紹員部

平成28年下半期

対
す
る
脅
威
を
未
然
に
防
ぎ
、

領
土
、
領
空
、
領
海
、
そ
し
て

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と

と
も
に
、
国
際
社
会
の
平
和
と

安
定
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
法
律
で
あ

り
、
自
衛
隊
は
今
、
新
た
な
法

的
根
拠
を
得
て
、
陸
海
空
自
衛

隊
の
新
た
な
体
制
を
構
築
し
つ

つ
、
日
々
厳
し
い
訓
練
や
警
戒

監
視
任
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

大
分
地
方
協
力
本
部
は
、
皆

様
と
自
衛
隊
の
架
け
橋
と
し
て
、

国
の
護
り
、
自
衛
隊
の
活
動
等

に
対
し
て
さ
ら
に
多
く
の
皆
様

に
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
各

種
業
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

自衛隊大分地方協力本部長
　一等陸佐

渡辺  辰悟

ごあいさつごあいさつ

北
高
校
吹
奏
楽
部
員
が
再
度

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
来
場

者
全
員
で
「
花
は
咲
く
」
を

大
合
唱
し
て
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
会
場
で
は
感
動
し
て
涙

を
流
す
人
も
お
ら
れ
、
会
場

を
後
に
さ
れ
る
人
の
波
の
中

か
ら
は
「
是
非
ま
た
中
津
で

演
奏
会
を
開
催
し
て
欲
し

い
。
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。

中
津
市
で
初
め
て
の
室
内
演
奏
会

陸
自
第
４
音
楽
隊
巡
回
演
奏
会
を
支
援

近
に
感
じ
て
戴
く
と
と
も
に
、

認
識
を
新
た
に
さ
れ
た
様
子

が
伺
え
て
、
意
義
あ
る
行
事

と
な
り
ま
し
た
。

大
分
地
本
は
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と

し
て
臨
時
勤
務
し
て
く
れ
た
大
分
県
出
身
隊
員
の
協

力
を
得
て
、
七
月
に
募
集
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
本

部
及
び
各
地
域
事
務
所
等
に
配
布
す
る
と
と
も
に
地

本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

大
変
好
評
に
つ
き
、
再
度
十
月
に
第
四
十
一
普
通

科
連
隊
の
協
力
を
得
て
、
募
集
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し

ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

募集広告に
県出身隊員協力
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転
　
　
出

七
月
二
十
日
（
水
）、
ホ
テ

ル
ベ
イ
グ
ラ
ン
ド
国
東
に
お
い

て
国
東
市
議
会
防
衛
議
員
連
盟

の
発
会
式
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

県
内
に
お
け
る
防
衛
議
員
連

盟
は
、
県
議
会
を
は
じ
め
、
大

分
市
・
別
府
市
・
由
布
市
・
佐

伯
市
・
玖
珠
町
等
、
自
衛
隊
の

施
設
な
ど
所
在
す
る
市
町
議
会

に
は
既
に
結
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
多
く
の
関
係
者
の
尽
力

に
よ
っ
て
、
国
東
市
に
お
い
て

も
念
願
の
発
会
と
な
り
ま
し
た
。

発
会
式
で
は
、
秋
国
良
二
会

長
が
「
更
に
自
衛
隊
と
の
協
力

態
勢
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

各
議
員
は
多
く
の
自
衛
官
を
こ

の
国
東
か
ら
送
り
出
す
べ
く
、

自
衛
官
募
集
に
力
を
入
れ
ま

し
ょ
う
。」
と
力
強
く
宣
言
さ

れ
、
続
い
て
、
木
付
親
次
大
分

県
議
会
議
員
が
「
県
と
市
が
力

を
合
わ
せ
て
国
東
を
盛
り
上
げ
、

自
衛
隊
と
の
関
係
強
化
を
図
り

ま
し
ょ
う
。」
と
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

本
会
の
発
会
に
よ
り
、
国
東

市
民
の
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解

が
よ
り
促
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、

隊
員
募
集
や
退
職
自
衛
官
ら
の

就
職
援
護
に
つ
な
が
る
こ
と
が

大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。
大
分

地
本
は
、「
自
衛
隊
と
県
民
と
の

架
け
橋
」
と
し
て
、
本
会
と
の

活
動
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

七
月
十
六
日
（
土
）
及
び

十
七
日
（
日
）、「
第
六
十
六
回

つ
く
み
港
ま
つ
り
」
に
お
い

て
、
第
三
ミ
サ
イ
ル
艇
隊
（
佐

世
保
基
地
）
所
属
の
ミ
サ
イ
ル

艇
『
お
お
た
か
』
の
一
般
公
開

に
併
せ
て
自
衛
隊
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
募
集
・
広
報

ブ
ー
ス
を
開
設
し
て
制
服
試
着

体
験
や
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま

し
た
。

ま
つ
り
の
開
会
式
で
は
、
隊

司
令
藤
崎
護
二
佐
が
津
久
見
市

長
ら
関
係
者
や
市
民
か
ら
盛
大

に
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

『
お
お
た
か
』
を
見
学
し
た

高
校
生
は
、「
海
自
最
速
の
ミ

サ
イ
ル
艇
を
間
近
で
見
ら
れ
て

良
か
っ
た
。
将
来
は
、
防
衛
に

関
わ
る
仕
事
を
目
指
し
た
い
。」

と
目
を
輝
か
せ
る
な
ど
、
意
義

あ
る
広
報
活
動
が
で
き
ま
し

た
。
展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
多
く

の
市
民
ら
が
自
衛
隊
の
災
害
派

遣
の
様
子
や
大
分
地
本
の
活
動

状
況
等
の
写
真
を
見
な
が
ら
部

員
に
積
極
的
に
質
問
を
す
る
な

ど
、
自
衛
隊
の
活
動
に
興
味
を

示
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
制
服
試
着
体
験
で
は
、

炎
天
下
に
も
関
わ
ら
ず
終
日
賑

わ
い
を
見
せ
、
こ
の
様
子
に
港

ま
つ
り
主
催
者
も
大
満
足
の
様

子
で
し
た
。

大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー

は
、
十
月
三
十
一
日
（
月
）、
自

衛
隊
退
職
者
雇
用
企
業
主
等
就

職
の
援
助
協
力
者
に
対
し
て
、

玖
珠
駐
屯
地
等
に
て
「
近
傍
部

隊
研
修
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

午
前
は
玖
珠
駐
屯
地
に
て
、

七
四
式
戦
車
の
体
験
試
乗
や
装

備
品
の
展
示
を
見
学
。

初
め
て
間
近
で
見
る
戦
車
へ

恐
る
恐
る
乗
車
し
た
協
力
者
で

し
た
が
、
動
き
始
め
る
と
戦
車

特
有
の
エ
ン
ジ
ン
音
に
加
え
て
、

直
に
伝
わ
っ
て
く
る
キ
ャ
タ
ピ

ラ
の
振
動
に
大
興
奮
、
大
き
な

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
日
出
生
台
演

習
場
に
移
動
し
て
一
〇
式
戦
車

に
よ
る
射
撃
を
見
学
。

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
射
撃
の
指

示
や
号
令
な
ど
の
緊
迫
し
た
声

を
聞
き
、
固
唾
を
飲
ん
で
見
守

る
中
、
戦
車
が
実
弾
を
発
射
。

大
音
響
と
瞬
間
的
に
身
体
全
体

が
押
さ
れ
る
よ
う
な
風
圧
に
驚

き
な
が
ら
、
撃
ち
出
さ
れ
た
弾

が
的
に
命
中
す
る
様
等
を
盛
ん

に
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
素
晴
ら
し
い
。

実
に
貴
重
な
体
験
が
出
来
ま
し

た
。」
と
大
変
喜
び
、
自
衛
隊
へ

九
月
二
十
七
日
（
火
）、
別

府
港
に
お
い
て
平
成
二
十
九
年

三
月
に
除
籍
と
な
る
護
衛
艦

『
く
ら
ま
』
の
一
般
公
開
を
支

援
し
ま
し
た
。

一
般
公
開
に
先
立
ち
、
別

府
市
自
衛
艦
入
港
歓
迎
協
力
会

に
よ
る
歓
迎
式
が
行
な
わ
れ
、

水
田
英
幹
艦
長
へ
ミ
ス
別
府
か

ら
花
束
が
、
ま
た
市
内
小
学
生

か
ら
は
寄
書
き
が
手
渡
さ
れ
た

他
、
地
元
別
府
市
出
身
の
乗
員

立
川
三
曹
が
「
入
隊
し
て
初
め

て
故
郷
の
港
に
入
港
で
き
ま
し

た
。
両
親
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
の
で
、
し
っ
か
り
親
孝
行
し

て
き
ま
す
。」
と
元
気
に
挨
拶

し
、
参
加
者
を
多
い
に
和
ま
せ

ま
し
た
。
そ
の
後
実
施
さ
れ
た

一
般
公
開
で
は
、
平
日
に
も
関

わ
ら
ず
千
五
百
人
の
市
民
が
護

衛
艦
く
ら
ま
に
乗
艦
し
て
、
別

府
湾
に
お
け
る
最
後
の
雄
姿
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

九
月
二
十
二
日
（
木
）、
大
分

オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
第
三
回
大
分
県
防
衛

協
会
「
防
衛
市
民
講
座
」
開
催

を
支
援
し
ま
し
た
。
本
講
座
は
、

市
民
の
防
衛
意
識
の
高
揚
を
目

的
に
大
分
県
防
衛
協
会
が
三
年

前
よ
り
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

本
年
は
「
平
和
国
家
を
目
指
し

て
～
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
環

境
～
」
と
題
し
て
、
防
衛
研
究

所
か
ら
五
名
の
講
師
を
招
い
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
姫
野
淸
高
大

分
県
防
衛
協
会
会
長
が
「
防
衛

研
究
所
が
五
名
も
の
研
究
員
を

派
遣
す
る
講
座
は
全
国
的
に
も

初
め
て
と
聞
い
て
い
る
。
私
達

国
民
は
、
我
が
国
周
辺
の
情
勢

に
目
を
向
け
る
べ
き
。」
と
本
講

座
の
意
義
を
説
か
れ
ま
し
た
。

講
座
の
前
段
で
は
、
各
講
師

が
専
門
に
研
究
し
て
い
る
中

東
・
米
国
・
中
国
・
北
朝
鮮
及

び
ロ
シ
ア
の
最
新
の
情
勢
分
析

成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
後

段
は
、
兵
頭
慎
治
地
域
研
究
部

長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

な
っ
て
米
大
統
領
選
の
行
方
と

日
米
安
保
な
ど
、
各
国
・
地
域

に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

専
門
的
見
地
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
市

民
か
ら
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
に

立
っ
た
高
校
生
は
、「
普
段
か
ら

関
心
を
持
っ
て
い
た
ロ
シ
ア
情

つ
く
み
港
ま
つ
り
に
て

　
　
　
ミ
サ
イ
ル
艇
﹃
お
お
た
か
﹄
と
募
集
広
報

つ
く
み
港
ま
つ
り
に
て

　
　
　
ミ
サ
イ
ル
艇
﹃
お
お
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か
﹄
と
募
集
広
報

国
東
市
議
会
に
防
衛
議
員
連
盟
が
発
会

　
　
　
　 

〜
自
衛
隊
と
地
域
の
絆
よ
り
強
固
に
〜

国
東
市
議
会
に
防
衛
議
員
連
盟
が
発
会

　
　
　
　 

〜
自
衛
隊
と
地
域
の
絆
よ
り
強
固
に
〜

就
職
援
助
協
力
者
等
の
部
隊
研
修

　
　
　
〜
初
め
て
一
〇
式
戦
車
の
実
射
を
見
学
〜

就
職
援
助
協
力
者
等
の
部
隊
研
修

　
　
　
〜
初
め
て
一
〇
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戦
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実
射
を
見
学
〜

『おおたか』を背景に、記念撮影

ヘルメットを被って急ぎ乗車する子供達

ミニ制服を試着してGO！

佐
伯
地
域
事
務
所
は
、
十

月
三
十
日
（
日
）
、
佐
伯
自
動

車
学
校
内
で
開
催
さ
れ
た

「
さ
い
き
交
通
安
全
フ
ェ
ス

タ
」
に
広
報
渉
外
室
と
連
携

し
て
初
め
て
参
加
し
、
広
報

ブ
ー
ス
を
開
設
す
る
と
と
も

に
、
自
動
車
学
校
内
の
教
習

コ
ー
ス
を
使
用
し
て
小
型
ト

ラ
ッ
ク
（
パ
ジ
ェ
ロ
）
の
体

験
試
乗
を
行
な
い
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
県
、
佐

伯
市
等
が
後
援
す
る
と
と
も

に
、
市
内
に
所
在
す
る
中
学

校
や
全
て
の
高
校
が
協
力
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
場
は

大
勢
の
家
族
連
れ
や
生
徒
ら

が
訪
れ
て
活
気
に
満
ち
て
い

ま
し
た
。

地
本
ブ
ー
ス
に
も
大
勢
の

来
場
者
が
訪
れ
て
体
験
試
着

等
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

中
で
も
パ
ジ
ェ
ロ
の
体
験
試

乗
に
子
供
達
は
興
味
津
々
。

十
一
月
十
九
日
（
土
）、
大
分

市
の
竹
町
ド
ー
ム
広
場
に
お
い

て
、
社
団
法
人
大
分
青
年
会
議

所
が
主
催
す
る
子
供
職
業
体
験

企
画
「
第
五
回
お
お
い
た
わ
く

わ
く
ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
」
に
参
加

し
ま
し
た
。

今
年
の
体
験
の
メ
イ
ン
は
主

催
者
か
ら
是
非
に
と
の
要
望
が

あ
っ
た
「
基
本
教
練
」。

約
三
十
分
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
次
々
と
「
自
衛
隊
の
お
仕

事
」
体
験
に
訪
れ
る
子
供
達
に
、

ま
ず
は
大
分
地
本
広
報
渉
外
室

及
び
大
分
募
集
案
内
所
に
勤
務

す
る
部
員
六
名
が
一
列
に
集
合

し
、
笑
い
を
交
え
な
が
ら
基
本

教
練
を
展
示
し
ま
し
た
。
そ
の

後
に
ミ
ニ
制
服
を
着
用
し
た
子

供
達
に
部
員
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
手
取
り
足
取
り
指
導
を
行
な

い
、「
右
向
け
右
」
や
「
敬
礼
」

等
の
動
作
を
教
え
ま
し
た
。「
方

向
変
換
」
は
、
特
に
小
学
校
前

の
子
供
達
は
「
回
れ
右
」
で
足

が
絡
ん
だ
り
と
悪
戦
苦
闘
。
一

方
「
敬
礼
」
は
、
指
が
真
っ
直

ぐ
に
伸
び
て
お
手
本
の
よ
う
な

綺
麗
な
動
作
を
す
る
子
供
も
見

ら
れ
、
保
護
者
達
は
微
笑
み
な

が
ら
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験

に
は
保
護
者
も
飛
び
入
り
参
加

し
て
、
珍
し
い
結
び
方
に
子
供

よ
り
も
夢
中
に
な
っ
た
り
、
覚

え
の
早
い
子
供
か
ら
逆
に
結
び

方
を
教
わ
る
保
護
者
も
出
て
き

ま
し
た
。
こ
の
様
子
を
見
て
い

た
主
催
者
か
ら
は
「
や
っ
ぱ
り

自
衛
隊
の
方
々
に
来
て
い
た
だ

い
て
本
当
に
良
か
っ
た
。」
と

パ
ジ
ェ
ロ
体
験
試
乗
に
大
興
奮
！

「
さ
い
き
交
通
安
全
フ
ェ
ス
タ
」
開
催
を
支
援

パ
ジ
ェ
ロ
体
験
試
乗
に
大
興
奮
！

「
さ
い
き
交
通
安
全
フ
ェ
ス
タ
」
開
催
を
支
援

子
供
た
ち
が
基
本
教
練
等
を
体
験
！

「
お
お
い
た
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
」
に
参
加

子
供
た
ち
が
基
本
教
練
等
を
体
験
！

「
お
お
い
た
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
」
に
参
加

◎
玖
珠
援
護
室
　
援
護
係

後
藤 

富
士
夫

陸
曹
長

７月29日付退官
（予備自衛官採用）

定
年
退
官
者
紹
介

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
、

各
予
備
自
衛
官
に
指
定
さ
れ
て

い
る
職
務
に
対
す
る
訓
練
が
開

始
さ
れ
、
年
間
五
日
間
の
招
集

訓
練
期
間
中
の
二
日
間
が
当
て

ら
れ
ま
し
た
。

す
で
に
衛
生
科
職
種
に
お

い
て
は
実
施
さ
れ
て
い
た
訓
練

で
す
が
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

普
通
科
連
隊
等
に
お
け
る
警
備

主
体
の
訓
練
や
業
務
隊
に
お
け

る
業
務
に
直
結
し
た
訓
練
、
ま

た
地
方
協
力
本
部
に
お
け
る
訓

練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
大
分

県
内
で
も
、
別
府
・
湯
布
院
・

玖
珠
各
駐
屯
地
に
お
い
て
警
備

や
業
務
に
直
結
し
た
職
務
訓

練
を
実
施
、
二
月
に
は
地
本

訓
練
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

有
事
等
の
際
に
お
け
る
よ
り

円
滑
な
任
務
遂
行
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

〜 

予
備
自
だ
よ
り 

〜

　
　
　
　
　
　
　
指
定
職
務
の
訓
練
開
始

〜 

予
備
自
だ
よ
り 

〜

　
　
　
　
　
　
　
指
定
職
務
の
訓
練
開
始

実戦的な衛生救護を訓練中
の予備自衛官

大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
、

大
分
募
集
案
内
所
及
び
別
府
・

宇
佐
・
日
田
各
地
域
事
務
所

は
、
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）、

航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
で
実
施

さ
れ
た
プ
レ
航
空
祭
に
約
百
名

の
募
集
対
象
者
や
就
職
援
助
協

力
者
を
引
率
・
案
内
し
ま
し

た
。こ

の
日
は
小
春
日
和
の
絶
好

の
天
気
に
恵
ま
れ
、
機
動
飛
行

で
観
客
の
頭
上
を
轟
音
と
と
も

に
駆
け
抜
け
る
Ｆ
２
戦
闘
機
の

青
い
機
体
が
、
青
空
に
見
事
に

溶
け
合
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

光
景
を
初
め
て
目
に
し
た
高
校

生
ら
は
大
興
奮
。「
今
日
は
本

当
に
来
て
良
か
っ
た
。」
と
心

か
ら
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
翌
日
に
開
催
さ
れ

た
本
航
空
祭
が
生
憎
の
雨
天

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
プ
レ

航
空
祭
参
加
者
は
「
僕
た
ち

は
幸
運
だ
っ
た
ね
。」
等
と
、

後
日
語
っ
て
い
ま
し
た
。

航
空
機
に
魅
せ
ら
れ
て
！

　
航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
プ
レ
航
空
祭
に
約
百
名
を
招
待

航
空
機
に
魅
せ
ら
れ
て
！

　
航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
プ
レ
航
空
祭
に
約
百
名
を
招
待

「
マ
マ
ね
、
パ
パ
か
ら
し
ん
け

ん
大
事
に
し
て
も
ら
っ
て
る
と

思
っ
ち
ょ
ん
の
や
。」
娘
に
だ
け

話
す
私
の
独
り
言
。

私
達
は
今
年
、
結
婚
十
周
年
を

迎
え
る
事
務
官
夫
婦
な
の
で
す
。

で
も
そ
の
間
一
緒
に
住
ん
だ
の
は

四
年
間
だ
け
。
夫
の
単
身
赴
任
の

ほ
う
が
長
く
な
り
ま
す
。「
オ
ッ
ト

元
気
で
留
守
が
い
い
」
な
ん
て
Ｃ

Ｍ
よ
ろ
し
く
、
お
気
楽
に
過
ご
し

て
い
た
単
身
生
活
で
し
た
が
、
久

し
ぶ
り
に
一
緒
に
住
ん
で
み
る

と
、「
あ
あ
、
こ
の
人
が
近
く
に
い

て
く
れ
て
、
ホ
ン
ト
に
ヨ
カ
ッ

タ
～
！
」
と
、
心
強
い
の
で
す
。

・
・
・
し
か
し
な
が
ら
現
実
は
、

結
婚
前
に
私
に
向
け
ら
れ
て
い
た

夫
の
「
愛
の
熱
視
線
」
や
、
私
し

か
知
ら
な
か
っ
た
「
デ
レ
デ
レ

顔
」
も
、
今
で
は
今
年
九
歳
に
な

る
「
娘
専
用
」。
妻
の
私
の
存
在

は
、
ま
る
で
空
気
・
・
・
と
、
思

い
き
や
、
娘
の
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
私
の
両
親
、
そ
し
て
私
に

も
、
本
当
に
よ
く
し
て
く
れ
ま

す
。例

え
ば
、
私
作
の
ヘ
タ
ク
ソ
な

お
弁
当
を
食
べ
る
前
に
必
ず
「
い

た
だ
き
ま
す
。」
と
メ
ー
ル
を
く

れ
た
り
、「
手
が
荒
れ
ち
ゃ
っ
て
」

と
つ
ぶ
や
く
と
、
オ
ス
ス
メ
の
ハ

ン
ド
ク
リ
ー
ム
を
買
っ
て
来
て
く

れ
、
机
の
上
に
ポ
ン
と
置
き
、「
こ

れ
が
一
番
効
く
か
ら
」
と
一
言
添

え
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
小
さ
な

感
動
を
、
毎
日
届
け
て
く
れ
る
の

で
す
。「
家
族
を
守
り
ま
す
」
っ

て
、（
見
た
目
も
）
心
も
ベ
イ
マ
ッ

ク
ス
な
夫
。
私
の
我
儘
を
そ
の
大

き
な
体
で
受
け
止
め
て
く
れ
て
、

今
日
も
私
は
娘
に
つ
ぶ
や
き
ま

す
。「

マ
マ
本
当
に
、
幸
せ
や
わ
あ
。」

お
惚
気
コ
ー
ナ
ー

　

﹁
愛
し
き
パ
パ︵
夫
︶へ　

﹂
援
護
課　

勝
木　

美
香

最高の天候に恵まれたプレ航空際
観客の頭上を駆け抜ける
築城基地所属のＦ２

十
一
月
二
十
四
日
（
木
）、

大
分
県
庁
内
に
お
い
て
実
施
さ

れ
た
「
平
成
二
十
八
年
度
大
分

県
国
民
保
護
共
同
図
上
訓
練
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

本
年
の
訓
練
は
、
平
成
三
十

一
年
に
開
催
予
定
の
「
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１

９
大
分
大
会
」
で
の
災
害
対
処

を
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
県

庁
十
四
階
の
大
会
議
室
を
ラ
グ

ビ
ー
会
場
に
設
定
し
て
各
種
事

案
を
作
為
し
、
八
階
の
防
災
セ

ン
タ
ー
内
に
お
い
て
情
報
を
収

集
し
、
対
処
の
指
示
を
出
す
流

れ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
分
地
本
は
、
国
民
保
護
災

害
対
策
連
絡
調
整
官
ら
が
被
害

情
報
等
の
収
集
を
行
う
と
と
も

に
、
県
知
事
か
ら
の
災
害
派
遣

要
請
及
び
国
民
保
護
等
派
遣
要

請
を
迅
速
に
処
置
す
る
な
ど
訓

練
状
況
に
即
応
し
、
県
及
び
各

関
係
機
関
と
の
連
携
要
領
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ロシアの情勢分析を説明する兵頭氏

自衛艦旗の降下に立会う生徒

十
月
十
六
日
（
日
）
、
第
四

十
一
普
通
科
連
隊
及
び
海
上

自
衛
隊
佐
世
保
総
監
部
募
集

支
援
係
（
Ｂ
Ｍ
Ｏ
）
と
連
携

し
て
、
日
本
文
理
大
学
学
園

祭
「
一
木
祭
」
に
参
加
し
て
、

広
報
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

日
本
文
理
大
学
は
以
前
よ

り
自
衛
隊
へ
の
理
解
が
深
く
、

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
入
隊
・

入
校
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

学
園
祭
会
場
に
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
本
校
理
事
長
の

熱
い
要
望
か
ら
特
設
会
場
に

「
防
災
展
」
を
設
け
て
、
自
衛

隊
・
警
察
・
消
防
の
装
備
品

等
の
公
開
や
、
防
災
に
関
す

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
等
を
実
施

し
ま
し
た
。

特
に
、
本
学
園
祭
に
初
参

加
と
な
っ
た
八
二
式
指
揮
通

信
車
や
Ｂ
Ｍ
Ｏ
が
準
備
し
た

海
上
自
衛
隊
の
各
種
制
服
の

試
着
体
験
が
人
気
を
博
し
、

同
校
の
学
生
ら
に
加
え
て
市

民
や
子
供
達
が
多
く
集
ま
り
、

コ
ス
プ
レ
姿
で
各
車
両
に

乗
っ
て
写
真
を
撮
る
な
ど
、

会
場
は
大
き
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

終
了
時
に
理
事
長
は
、
協

力
へ
の
謝
辞
と
と
も
に
、「
来

年
は
五
十
周
年
な
の
で
、
更

に
踏
み
込
ん
だ
企
画
を
し
ま

す
。
自
衛
隊
の
皆
さ
ん
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
、
引

き
続
き
の
学
園
祭
へ
の
参
加

を
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

県庁内の訓練会場の様子

児童へ配食する藤本氏（黄色上着）パネルの説明（大分地本）

28
年
度
　
大
分
県
国
民

保
護
共
同
図
上
訓
練
参
加

国東市に誕生した防衛議員連盟会員と関係者

ま
た
、
一
般
公
開

終
了
後
に
募
集
対
象

者
へ
の
特
別
公
開
も

実
施
さ
れ
、
学
校
帰

り
の
高
校
生
ら
が
艦

内
を
見
学
、
日
没
時

間
に
行
な
わ
れ
る
自

衛
艦
旗
の
降
下
に
も

立
会
う
貴
重
な
体
験

に
感
動
し
て
い
ま
し

た
。護

衛
艦
『
く
ら
ま
』

は
翌
朝
、
別
府
地
区

父
兄
会
等
の
多
く
の
市
民
に
見

送
ら
れ
な
が
ら
、
別
府
港
を
後

に
し
ま
し
た
。

募集情報は 

☝

大分地本ツイッター更新中！！

大
変
喜
ば
れ
、
地
域
と
の
一
体

化
を
目
指
す
地
本
に
と
っ
て
成

果
あ
る
広
報
活
動
と
な
り
ま
し

た
。

十
一
月
二
十
九
日
（
火
）
、

杵
築
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
「
杵
築
地

区
防
災
フ
ェ
ア
」（
実
行
委
員

長　

藤
本
治
郎
氏
）
を
支
援

し
ま
し
た
。

三
年
目
と
な
る
今
回
は
、

地
震
発
生
を
知
ら
せ
る
放
送

を
合
図
に
、
周
辺
の
杵
築
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の

児
童
生
徒
ら
が
教
師
引
率
の

下
一
斉
に
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

に
向
け
て
避
難
を
開
始
し
て
、

十
五
分
後
に
は
約
千
人
が
避

難
を
完
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
ら
は
防
災

に
関
す
る
教
育
等
を
受
け
る

と
と
も
に
、
自
衛
隊
や
警
察
・

消
防
等
の
車
両
見
学
や
大
分

地
本
が
展
示
し
た
パ
ネ
ル
の

見
学
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
六
の
児
童
に
対

し
て
実
行
委
員
会
が
豚
汁
を

準
備
し
、
第
四
十
一
普
通
科

連
隊
は
炊
事
車
で
ご
飯
の
炊

き
出
し
を
支
援
し
ま
し
た
。

地震発生！直ちに避難！地震発生！直ちに避難！
「杵築地区防災フェア2016」を支援

永
年
に
わ
た
る
勤
務
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

九
月
十
七
日
（
土
）、
大
分

市
か
ん
た
ん
公
園
で
開
催
さ

れ

た
「
み

な

と

の

フ

ー

ド

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
」
に
て
、

第
四
十
三
掃
海
隊
所
属
、
掃

海
艇
『
う
く
し
ま
』
の
艦
艇

広
報
を
佐
世
保
総
監
部
募
集

支
援
係
（
Ｂ
Ｍ
Ｏ
）
と
連
携

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
開
始
に
先
立
ち

同
隊
の
歓
迎
式
が
実
施
さ
れ
、

隊
司
令 

鈴
木
厚
志
三
佐
及
び

艇
長 

角
田
精
一
郎
三
佐
が
、

主
催
者
ら
に
盛
大
に
歓
迎
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
本
歓
迎
式
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
、
第
四
十
一
普

通
科
連
隊
音
楽
部
が
軽
快
な

演
奏
で
花
を
添
え
ま
し
た
。

こ
の
日
の
大
分
市
は
最
高

気
温
が
三
十
度
を
超
え
る
真

夏
日
で
し
た
が
、
約
千
八
百

人
の
市
民
が
『
う
く
し
ま
』

に
乗
艇
し
て
見
学
す
る
と
と

も
に
、Ｂ
Ｍ
Ｏ
が
準
備
し
た
海

自
制
服
の
試
着
や
撮
影
等
を

満
喫
し
ま
し
た
。

そ
の
夜
は
、
花
火
大
会
に
併

せ
て
電
灯
艦
飾
が
実
施
さ
れ
、

会
場
に
訪
れ
た
約
一
万
名
の
市

民
ら
の
目
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

市
内
高
校
生

の
古
矢
君
は
、「
今

ま
で
撮
っ
た
海
自

艦
艇
の
写
真
の
中

で
、
一
番
思
い
出

に
残
る
シ
ョ
ッ
ト

が
撮
れ
た
。」
と

感
激
し
て
お
り
、

主
催
者
も
「
み
な

と
の
イ
ベ
ン
ト

に
、
色
を
添
え
て

い
た
だ
い
た
。」

と
、
多
い
に
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

花火に合わせてライトアップ
～掃海艇『うくしま』艦艇広報にて～

挨拶に立つ姫野会長

勢
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
話
が

聞
け
て
良
か
っ
た
。」
と
感
想
を

述
べ
、
本
講
座
は
所
期
の
目
的

を
達
成
し
て
、
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

市
民
の
防
衛
認
識
高
揚
を
大
分
か
ら

　
　
第
三
回
大
分
県
防
衛
協
会
﹁
防
衛
市
民
講
座
﹂
開
催
を
支
援

市
民
の
防
衛
認
識
高
揚
を
大
分
か
ら

　
　
第
三
回
大
分
県
防
衛
協
会
﹁
防
衛
市
民
講
座
﹂
開
催
を
支
援

別府港で最後のお披露目
護衛艦『くらま』一般公開を支援

ミス別府による花束贈呈ミス別府による花束贈呈

の
更
な
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

戦車の体験試乗満喫（玖珠駐）

射撃の説明を受講（日出生台）

射撃より「被り物」
が気になるお子様

日本文理大学学園祭
　　で防災等を広報
日本文理大学学園祭
　　で防災等を広報
日本文理大学学園祭
　　で防災等を広報

手
渡
さ
れ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
被
り
、
大
急
ぎ
で
車
内
に
乗

り
込
む
と
テ
ン
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

で
大
興
奮
。
教
習
コ
ー
ス
を
一

周
し
た
だ
け
で
も
大
喜
び
で
し

た
。「
パ
ジ
ェ
ロ
で
こ
れ
だ
け

喜
ば
れ
る
な
ら
ば
、
来
年
は

も
っ
と
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を

考
え
よ
う
。」
と
、
佐
伯
地
域

事
務
所
長
は
手
ご
た
え
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

約1,000人の児童らが杵築小学校に避難

※

本
記
事
は
、
西
部
方
面
隊
機
関
紙
『
鎮
西
』
十
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
、

大
変
好
評
に
つ
き
、
本
紙
に
て
再
度
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

いつも仲良し
勝木家の休日
いつも仲良し
勝木家の休日

（
八
月
一
日
付
）

◎ 

第
一
術
科
学
校
（
江
田
島
）へ

二
等
海
佐
　
平
山
　
敏
弥

（
募
集
課
長
）

◎ 

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
（
目
達
原
）へ

一
等
陸
曹
　
遠
藤
　
浩
司

（
総
務
課
）

（
八
月
一
日
付
）

◎ 

募
集
課
長
へ

二
等
海
佐
　
渡
邉
　
泰
光

対
潜
評
価
隊
（
船
越
）か
ら

◎ 

別
府
援
護
室
長
へ

一
等
陸
尉
　
首
藤
　
洋
治

第
四
十
一
普
通
科
連
隊
（
別
府
）か
ら

◎ 

大
分
募
集
案
内
所
へ

一
等
陸
曹
　
柳
原
　
和
雄

第
四
十
一
普
通
科
連
隊
（
別
府
）か
ら

◎ 

総
務
課
へ

三
等
陸
曹
　
吉
田
　
秀
司

第
四
十
一
普
通
科
連
隊
（
別
府
）か
ら

（
十
二
月
十
二
日
付
）

◎ 

大
分
募
集
案
内
所
へ

三
等
海
曹
　
橋
内
　
一
磨

護
衛
艦
は
た
か
ぜ
（
横
須
賀
）か
ら

転
　
　
入

人
事
往
来
（
平
成
二
十
八
年
下
半
期
）

海自の制服を着て陸自の車両を背景に撮影。
このミスマッチが意外にも大うけ。

古矢 夕輝君 撮影（H28県高文連 中央展 優秀賞受賞）

ミニ制服を着用して基本教練を体験する子供達

方向変換に悪戦苦闘中

（2）平成29年新年号 第17号大 分 地 本 だ より（3）平成29年新年号 第17号大 分 地 本 だ より


